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ご挨拶                   加藤裕子 

平素より、会の活動にご理解とご協力を頂き、誠にありがとうございます。 

さて、2025 年度のスタートです。 

これまで、3 月に開催していた当会の総会は、昨年度より、年度明けの開催となりました。

4 月に予算･方針が確認され、活動のスタートとなります。 

今年度も､よろしくお願い致します。 

昭和 49 年、6 家族でスタートした当会も、様々な変遷を経て、今年は 51 年目、現在は

25 家族、25 名での活動となっています。研修･学習会事業と余暇支援活動事業を軸とし

て、新年会等での交流を深めながら､活動して行く予定です。 

 

各自治体に於いて各種福祉サービスが展開･拡大される中で、「親の会」の在り方や、会員

の方々の会への関わり方や考え方も、少しずつ変わってきています。これまでの活動の意義

を確認し、今後も、迷い戸惑いながらも、互いに共感したり励まされたりしながら、積極的

に学び合いを続けていきましょう。様々な情報を共有しつつ、語り合い、大切なものは何か

を確認し、親も子も、共に年齢を重ねながら、歩み続けて行きたいと考えます。 

自己決定や自己表現が、ちょっと難しい我が子たちも、喜んだり悲しんだり、笑ったり怒

ったりしながら、ゆっくりと､確かに、日々成長しています。穏やかな毎日の中で、ワクワ

クできる時間を過ごすことができるよう、そのための汗をかくことができる親たちでありた

いと思います。その頑張りは孤独な闘いになっては続きません。良い意味での息抜きもしな

がら、根気よく頑張りましょう。 

 今年 9 月には、「北海道手をつなぐ育成会 全道大会」が千歳で開催されます。会員の皆

さまの、ご協力をお願いすることとなります。 

 どうぞ、よろしくお願い致します。 
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今年度も世界自閉症啓発デー、啓発週間（4/2～4/8）に、北広島

市役所 5 階にて、パネル展と、市役所福祉課、総務課の皆様のご協

力頂き、ブルーライトアップを行う事が出来ました。 

パネル展では、今年も國岡さんの素敵なアイデアによる、丁寧な

作業で素晴らしいレイアウトとなりました。市民ギャラリーに立ち

寄られた多くの人々が足を止めて、掲示物を熱心に読まれる姿が見

られました。 

 

見学して下さった方々からのメッセージを一部お知らせ致します。 

・発達障がい×不登校の子どもを持つ母です。子育てというより『親

育て』!!!沢山学びがあります。 

・自閉症といっても様々な種類があることが分かりました。又、

前向きに障害と取り組んでいる方々に心からガンバレと言いたい

です。 

・発達障害は個性ですよね。みんなが優しい気持ちで人に接すること

ができますように。 

・イメージカラー『青』きれいです。自閉症についてわかりやすい

です。 

・素晴らしい活動 応援しています！ 

 

今年は、北広島市広報では、例年より大きく告知記事

を掲載して下さり、ライトアップでは、昨年よりライ

ト位置の変更や点灯時間を延長して頂き、より市民の

方の目に留まるようにと、北広島市役所職員の皆様の、

常にご配慮くださるご姿勢が随所に感じられました。 

ご協力頂いた北広島市職員の皆様、会場に足を運ん

で下さった方々、準備設営にとご尽力頂いた会員の皆

様、大変感謝申し上げます。 (仲上) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025 年 

世界自閉症啓発デー 

発達障害啓発週間 
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4 月 22 日発売予定の新刊「職場の『困った人』をうまく動かす
心理術」（三笠書房）は障害に対する誤解を生み、差別や偏見、分
断を助長するものと判断します。このような本を、90 年を超える歴
史がある三笠書房が発刊されることは誠に残念です。 
現在、この本は表紙と帯、および目次をネット上で見ることができ
ますが、それでも差別や偏見を助長すると判断する理由は以下の通
りです。 
1.ASD （自閉スペクトラム症）や ADHD （意欠如多多動症）の発達
障害を一方的に「困った人」として扱っていることは誤解を生みま
す。 

2.障害名を人のタイプに結び付けているために障害に対する誤解を生むとともに、表現されている特
徴を有する人を障害者とする偏見をも生みます。 3.ASD の特徴として「異臭を放ってもおかまいな
し」や ADHD を「同僚の手柄を平気で横取り」など特異な事例をことさら強調しているため偏見に
つながります。 4.結果として ASD や ADHD の特性を有する人の尊厳を傷つけます。 
大事なことは作者の差別欠識の有無ではなく、本が当事者や職場、社会にどう影響するかです。 
作者や出版社はそのことをよく考えていただきたい。 
精神疾患などデリケートなテーマを扱う際に出版社は監修をいれたり、対象の人たちの受け止めを
確かめるなど慎重な姿勢が求められます。 
かかる書籍が、自閉スペクトラム症を含む障害のある人たちの人権を侵害するおそれがあることを
懸念し、出版社が適切な対応をされることを期待します。 
私たちは職場において、ASD や ADHD の特性を有する人もそうではない人も分け隔てなく良好な関
係ができるよう引き続き努力するものです。 

以上 

北海道手をつなぐ育成会 創立 70 周年記念 特別研修会 

記念講演 これからの障害福祉～令和の幸福論～ 

講師：野澤 和弘 氏  植草学園大学発達教育学部学部  
発達支援教育学科 教授 副学長 

 コーディネーター ： 又村 あおい 氏  全国手をつなぐ育成会連合会 
常務理事・事務局長 

シンポジスト ： 野澤和宏 氏 
松倉一男 氏 道育成会 元会長  
佐藤春光 氏 道育成会 会長  

 
日 時 ： 令和 7年 7月 12日（土） 12：30～15：40（開場 12:00） 
     開会式・特別表彰  １２：３０～１２：５５ 

記念講演   １３：００～１４：３０ 
記念シンポジウム  １４：４０～１５：３０ 

会 場 ： かでるホール 
参加費 ： 無料 
申 込 ： FAX 又は申込フォームより ※北海道手をつなぐ育成会ホームページ参照 
締 切 ： 令和 7 年 6 月 20 日（金） 

 

ご案内 

神田裕子著の『職場の「困った人」をうまく動かす心理術』 

（三笠書房）について （https://www.autism.or.jp より抜粋 

2025 年 4 月 18 日 

一般社団法人  

日本自閉症協会 

会長 市川 宏伸 

記念シンポジウム「北海道の育成会が果たしてきたこと、そしてこれから」 
～障がい者が安心して暮らしていく地域を展望して～ 

https://www.autism.or.jp/
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研修事業 ◎役員：斉藤 

・南 ・浮田 

・喜泉 ・佐藤（繭） 

新年会 

・成人を祝う会 

◎葛西 

・相馬・近江谷・細谷 

（サブ：岡本） 

余暇支援活動 ◎國岡 

・高橋（尚）・堀 

・上原 

（サブ：岡本） 

世界自閉症 

啓発デー 

◎役員：仲上 

・佐藤（み）・大西 

 

※◎は、チーフです。よろしくお願いします。 

※研修事業は承諾いただける方がいなかったので

チーフは役員で行います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みどりのアスパラガ

ス担当 

・斉藤 ・中川 

・井上（野） 

【活動報告】 

2 月 13 日 青空会 

3 月 4 日  

  石狩地区手をつなぐ親の会連絡協議会総会 

  （加藤・中川） 

3 月 11 日 役員会 

北広島市障がい者自立支援協議会 

全体会          （斉藤） 

4 月 2 日～8 日  

世界自閉症啓発デー啓発パネル展 in 北広島 

ライトアップブルー 

4 月 3 日  会計監査 

4 月 10 日 議案書印刷・発送作業 

4 月 16 日 

北海道手をつなぐ育成会第 70 回全道大会 

千歳大会第 2 回実行委員会  （（加藤・中川） 

4 月 24 日 令和 6 年度定期総会、青空会  

令和 7 年度 

会費納入のお願い 

・年会費 6,000 円 

・会費は、1 年分の前納制とし、6 月末までに青

空会、または、振込みにて納入して下さい。た

だし、中途入会者は、入会月から 3 月までの月

数分の会費となります。 

・会費に関するご相談は、会計までお願いします。 

 

【お振込先口座】 

北海道銀行 北広島支店 

（普）１１５－０４３１１２３ 

北広島市しょうがい児者を持つ親の会 

代表 加藤 裕子 

この会報は、会の趣旨に賛同下さる方々に、私たちの活

動を広く紹介する目的で発行しています。ほかの目的に

使用しないよう、また、破棄する場合は取り扱いにご注意

下さるようお願いいたします。(260 号編集担当：斉藤) 

会報担当【中川 斉藤 井上】 

【青空会の日程】(定例会) 【今年度の事業担当者】 

 <場所>中央公民館 

１F 研修室 

 <時間> 10：00～12：00 

<日程>     （ 4 月 24 日（木） 

6 月 12 日（木） 

8 月 7 日（木） 

10 月 9 日（木） 

12 月 11 日（木） 

2 月 12 日（木） 

 ※偶数月の第 2 木曜日です。 

  ！注意！8 月のみ第 1 木曜日です。 

 ※見学希望の方についても 

 事前にご連絡をいただければ、ご参加

いただけます。 


